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1.採取されたさい帯血は、すぐ
に細胞の分離（処理）が行われ、マ
イナス196℃の液体窒素の中で
保存されます。出産後、感染症等
の検査のために、退院前にお母さ
んの血液が採血されて検査が行
われます。出産からおよそ６カ月後、
赤ちゃんの健康状態をアンケ トー
でおたずねし、赤ちゃんが健康で
あることが確認されますと、保存
されているさい帯血は正式にさい
帯血バンクに登録されます。 
2.白血病などの患者さんや担当
医が移植するためにコンピュータ
－でさい帯血をさがします。適当
なさい帯血がみつかれば、移植す
る患者さんの主治医がさい帯血
バンクに申し込みます。所定の手
続きがすんだら移植の日程などが
組まれます。 
3.移植の前にさい帯血が冷凍さ
れたまま移植病院に運ばれます。
ほぼ同時に患者さんには移植前処
置が施されます。移植直前にさい
帯血は解凍され、静脈から輸注さ
れます。これで移植完了です。 
 
4.おおよそ３～４週間で移植され
たさい帯血は、健康な血液を造り
はじめ（生着といいます）ます。感
染予防のため無菌室にいた患者さ
んも、やがて一般病室に移ることが
できます。 
5.移植にともなう免疫反応や感
染症などを順調に克服しますと、患
者さんは早ければ移植後２～３カ月
で退院し、間もなく社会復帰できる
ようになります。 
　基本的には骨髄移植と同様の病気が治療の対象となります。
通常の化学療法で治療が難しい白血病や先天性免疫不全、代謝
疾患などです。同じ病気でも患者さんによって条件は異なります
ので、さい帯血移植を行うかどうかの判断にあたっては、患者さ
んが信頼できると思われる主治医や移植医の意見を十分参考に
してください。 
 
 
さい帯血移植の対象となる病気 
 
さい帯血採取から移植まで 
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滋賀医科大学附属病院TOPICSは、患者さんに役立つ保健医療情報の提供を目的として発刊されています。 
¡患者さん本位の医療を実践します。 
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。 
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。 
¡地域に密着した大学病院を目指します。 
¡世界に通用する医療人を育成します。 
¡健全な病院経営を目指します。 
滋賀医科大学医学部附属病院では  よりよい医療の実践に向けて-
長所 
１．さい帯血は増殖力が強い。 
　さい帯血の中に含まれている造
血細胞は、骨髄の中の造血細胞よ
りも増殖能力が旺盛であることが
特徴となっています。そのため、
骨髄移植では患者さんの体重１kg
あたり３億個の細胞がないと移植
はできませんが、さい帯血移植の
場合にはその10分の１程度の細
胞数でも移植が可能です。 
２．さい帯血は移植免疫反応が弱い 
　さい帯血移植のもう一つの特
徴は、移植後に合併する免疫反応
である移植片対宿主病（GVHD）
が、骨髄移植よりも軽いという点
です。そのため、骨髄移植の場合
にはHLA抗原を原則として６つの
内６つとも合わせないとなりませ
んが、さい帯血移植では６つの内５
つまたは４つ合っていれば移植が
可能といわれています。 
３．移植までの期間が短い 
　さい帯血は採取後冷凍保存され
ておりますので、患者さんに移植
が必要と判断され、適合したさい
帯血が見つかれば、移植までの期
間が骨髄移植と比較して短くなり
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
短所 
１．採取細胞数に制限がある。 
　１人の赤ちゃんのへその緒と胎
盤から採取されるさい帯血の量に
は限りがあります。そのため、体重
の重い患者さんについては、移植
に必要な数の造血細胞が含まれて
いるさい帯血が見つからないこと
があります。ただし、各さい帯血バ
ンクは、より多くの細胞を含むさい
帯血を集めるように努力をしてい
ますので、現在、成人など体重の重
い患者さんへのさい帯血移植が増
加しつつあります。 
２．造血の回復が遅い 
　一般に、さい帯血移植では、骨髄
移植や末梢血幹細胞移植に比べて、
赤血球、白血球及び血小板などの
血液細胞が十分な数に増えるまで
の時間が長くかかります。そのため、
移植後の感染症や出血に対する管
理はさらに慎重に行う必要があり
ます。 
 
　さい帯血の採取には、厳密な基
準があります。そのためにはスタ
ッフの訓練と採取施設（産科病院）
との契約が必要です。さい帯血は、
移植治療に使用するまで凍結保
存をしなければなりません。また、
移植を受ける患者さんの安全を
確保するため、処理と保存には無
菌管理が必要です。このため、出
産によるさい帯血の採取はどこで
も可能ではなく、精度管理を行う
ために産院とは契約制になってい
ます。したがって、あらかじめ決め
られた病院でしか提供できないこ
とをご理解ください。近畿地区で
は兵庫さい帯血バンク（兵庫県西
宮市）があります。 
 
詳しいことが知りたい方は、日本さい帯血バンクネットワークのホームページ 
（http://www.j-cord.gr.jp/）にアクセスするか、滋賀医科大学小児科の多賀まで（電
子メールアドレスttaga@belle.shiga-med.ac.jp)ご連絡ください。 
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さい帯血移植の長所と短所（特に骨髄移植との違いについて） 
どこでもさい帯血を提供できないのはなぜ？ 
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